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教員活動報告（2012 年 1 月～ 12 月）

山田　 作（学長）
■著書

【執筆協力】

山田 作：動脈塞栓術の発明．p.16, p.21．植木賢 著：発明学．鳥取大学医学部付属病院次世代高度医療推進センター

文部科学省特別経費事業，鳥取，24 頁，2012.11.

■国際学会

【受賞及び講演】

Gold Medal Award ( ゴールドメダル受賞 )．APCCVIR（アジア太平洋心血管 IVR 学会 (JSIR ,ISIR)）Kobe, 

Japan 2012.5.30-6.2.

■国内学会

【学会主催、会長講演】

第 47 回近畿肝癌談話会会長，大阪市，2012.8.18.

第 12 回日本循環器病サミット先端学会会長，松山市，2012.10.5.

【特別講演】

放射線医学の過去・現在・未来．第 300 回日本医学放射線学会　関西地方会，大阪，2012.3.3.

■社会活動

【非常勤講師】

鳥取大学医学部　特別講義．2012.11.30.

【学会活動】

近畿肝癌談話会名誉会長 .

ヨーロッパ放射線学会 ECR 名誉会員 .

アジアオセアニア放射線学会名誉会員 .

アジア太平洋インターベンショナル・ラディオロジー学会名誉会員 .

日本心血管内視鏡学界名誉会員 .

日本医学放射線学会名誉会員 .

日本門脈圧亢進症学会名誉会員 .

日本肝臓研究会特別会員 .

日本癌局所療法研究会特別会員 .

■その他

大阪市立大学名誉教授 .

寺山　久美子（副学長）
■著書

【共著】

寺山久美子：Introduction　1 作業療法における評価の位置付け．pp2-7．長﨑重信監修，佐竹勝編集：作業療法

学　ゴールドマスターテキスト 3　作業療法評価学，メジカルビュー社，東京，491 頁，2012.3.
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【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■論文

【原著】

森下孝夫，國末和也，岸本眞，野村和樹，寺山久美子：子育て支援に関するニーズ調査～貝塚市周辺地域を校区

とした特別支援学校に在籍する子どもたち～．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):37-46

【総説】

寺山久美子：医学関連教育改革の潮流と国家試験の位置づけ―作業療法教育の視点から探る．作業療法ジャーナ

ル 2012, 46(13): 1608-1614

【その他】

寺山久美子：追悼　「人生は楽しい闘い　五」を遺稿として．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:6.

寺山久美子：追悼　大学院開設の基礎づくりに尽力～「医学モデルの研究者養成」の道半ばで．大阪河﨑リハビ

リテーション大学紀要 2012,7(1):7

寺山久美子，江藤文夫，中村春基（企画担当）：特集　国家資格としての作業療法を問い直す　特集にあたって．

作業療法ジャーナル 2012, 46(13):1607.

■国際学会

【一般口演】

Tour Furui, Masayo Furui, Takashi Handa Keita Sakai, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki 

Kagatani, Kumiko Terayama: Wheelchair Seated Posture Measurement Based on ISO 16840-1 at Osaka 

Kawasaki Rehabilitation University Booth during Barrie Free Trade Show. 28th International seating 

Symposium, Vancouver, Canada. 2012.3.14-17.

Tour Furui, Takashi Handa, Hideyuki Hirose, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki Kagatani, Shinji 

Abe, Keita Sakai, Kumiko Terayama, Seiji Togashi : Educational Impact of Seated Posture Measurement 

(ISO 16804-1 based) Upon People with Disabilities and Physical Therapy Students. Japan-Korea first joint 

conference, Nagasaki, Japan. 2012.11.17-18.

■社会活動

【学会運営】

第 8 回地域リハビリテーション勉強会「グループワークによる事例研究（在宅生活を続けていくためにー脊髄小

脳変性症の一症例）」統括責任者．大阪河﨑リハビリテーション大学， 2012.7.29.

第 4 回泉州地域リハビリテーション研究会「災害とリハビリテーション　もしものことが起こったら」統括責任

者．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.11.25.

日本生活支援工学会　監事 .

日本作業療法士連盟　相談役 . 

第 26 回全国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会　大会準備委員会大会長 .

一般社団法人　日本作業療法士協会名誉会員 .

日本在宅ケア学会名誉会員 .
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【嘱託委員】

社会福祉法人はばたき　評議員 .

社会福祉法人友愛十字会　評議員 .

社会福祉法人サンフレンズ　相談役 .

日本ウエルエイジング協会　評議員 .

共用品推進機構　評議員 .

総合リハビリテーション研究大会　常任委員 . 

雑誌「リハビリテーション研究」編集委員 .

雑誌「総合リハビリテーション」編集同人 .

雑誌「作業療法ジャーナル」編集同人 .

厚生労働科学研究費補助金障害保健福祉総合研究推進事業（日本障害者リハビリテーション協会）審査委員

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.9.22, 10.27, 11.23.

＜理学療法学専攻＞

岡　健司
■論文

【原著】

熊倉博雄，岡健司，廣川容子，日暮泰男，平崎鋭矢：新世界ザル固有背筋の機能形態学的研究．昭和医学会雑誌 

2012, 72(2):155-159．

■国内学会

【一般口演】

岡健司，斉藤弦，小西正良：心電図による心身のゆらぎの分析－テレビゲームが心拍に与える影響－．第 33 回

バイオメカニズム学術講演会，東北大学医学部，2012.12.15-16.

【ポスター】

久利彩子，岡健司，古井透，珠数美穂，丹羽亮介，中柗俊介，石川大，廣田正博，西野敦，稲葉敏樹：健康寿

命のための園芸活動に関する一般住民を対象とした勉強会の取り組み．第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，

2012.10.21.

■研究助成

小西正良（研究代表），岡健司，中嶋亮太，西野淳，石川大：心身相関バランスの多角的解析法―心電計による解析．

大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，1,380,000 円，2012.4-2013.3.

小西　正良
■論文

【総説】

小西正良，大田喜一郎：筋組織の再生と萎縮．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:17-25.

小西正良：神経伝達物質と健康との関係について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):9-16.
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【原著】

久利彩子，村西壽祥，中柗俊介，中村美砂，大田喜一郎，小西正良：精神障害入院患者の廃用性筋委縮の生化学

的指標について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):59-64.

【その他】

小西正良：追悼　河﨑茂理事長に接して．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:11.

■国内学会

【一般口演】

岡健司，斉藤弦，小西正良：心電図による心身のゆらぎの分析－テレビゲームが心拍に与える影響－．第 33 回

バイオメカニズム学術講演会，東北大学医学部，2012.12.15-16.

■研究助成

小西正良（研究代表），岡健司，中嶋亮太，西野淳，石川大：心身相関バランスの多角的解析法―心電計による解析．

大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，1,380,000 円，2012.4-2013.3.

小枩　武陛
■論文

【原著】

藤野文嵩，山田寛之，小枩武陛：筋腱移行部伸張法のハムストリングスに対する伸張効果の検討―ストレッチと

筋腱移行部伸張法の比較―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,6:73-80. 

【報告】

岩城隆久，松井有史，小枩武陛：本校 OSCE と臨床評価実習の関係性について．リハビリテーション教育研究

2012,17:133-135.

小枩武陛，藤平保茂，藤野文崇，古井透，酒井桂太：臨床評価実習前後におけるストレスとその要因．リハビリ

テーション教育研究 2012, 17:60-61.

藤平保茂，小枩武陛，古井透，藤野文崇，久利彩子，富樫誠二：臨床実習指導者からみた実習生の積極性を規定

する因子について－積極性の有無を問う自由記載調査から－．リハビリテーション教育研究 2012, 17:157-158.

松井有史，北裏真己，福井直樹，岩城隆久，小枩武陛：単位修得範囲内の欠課数は成績に影響するのか．リハビ

リテーション教育研究 2012, 17: 48-49.

【その他】

藤平保茂，中谷秀美，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛：学生が抱く臨床実習における積極性とは (2) －学年の違

いに視点をおいて－．第 51 回近畿理学療法学術大会誌第 41 号 (CD-ROM 集 )2012．

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の在り方と

意義について－学生への調査から－．日本理学療法学術大会抄録集 2012　理学療法学第 39 巻大会特別号

No.2(DVD-ROM 集 )2012．

■国内学会

【一般口演】

岩城隆久，小枩武陛，大西智也，三上章允：地域高齢者の転倒評価指標と運動イメージは一般性自己効力感で異

なる．第 67 回日本体力医学会大会，2012.9.14. 

岩城隆久，小枩武陛，大西智也，三上章允：反応時間の遅延と行動範囲の狭小化は転倒に影響を与える．第 13
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回人間福祉学会，2012.12.2.

川口歩，沖田幸治，小枩武陛，藤野文崇：レッドコード・トレーナーを用いたヒップアブダクションエクササイ

ズによる患側（上側）への重心移動の効果．第 14 回　日本レッドコード研究会大会，大会長賞受賞，帝京平

成大学（池袋キャンパス） ，2012.1.22. 

藤野文崇，山田寛之，黒仁田武洋，西ノ原隆之，小枩武陛，古井透：姿勢計測ソフト Rysis Angle を用いたハム

ストリングに対するストレッチ効果の検討～昇降動作を指標として～．第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿

勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.24.

【ポスター】

伊藤学，尾崎広一，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症

患者における温熱療法の試み～自律神経活動を指標として～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，

2012.10.9-10.

尾崎広一，伊藤学，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者の運動療法前後における自律神経活動について．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

田中康文，尾崎広一，伊藤学，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者自律神経機能評価の試み．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

藤平保茂，久利彩子，小枩武陛：長期臨床実習期間中半ばの登校日に出席した学生の実感について．第 25 回全

国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会，福岡市，2012.8.22-24.

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の内容と意義に

ついて．第 47 回日本理学療法学術大会，神戸市，2012.5.27.

■勉強会

小枩武陛，藤野文崇，海端俊秀，小川成敏：Celler Course ～蔵塾～和歌山勉強会，2012.1-12.

■社会活動

【非常勤講師】

情報科学．河﨑会看護専門学校看護第 1 学科，2012.9-11.

リハビリ・運動機能学．近畿大学生物理工学部人間工学科 2 年生，2012.9-2013.1.

物理療法学実習．和歌山国際厚生学院，2012.4-12.

【学会運営】

日本レッドコード研究会理事．

日本レッドコード研究会雑誌「Redcord Science」編集委員． 

NPO 法人　日本 PNF 協会　幹事 .

第 47 回　日本理学療法学術大会　査読 .

第 24 回　大阪府理学療法学術大会　運営局長 .

酒井　桂太
■著書

【共著】

隆島研吾，若山佐一，辻下守弘，大津慶子，田口孝行，岡崎大資，松葉貴司，藤沢しげ子，川井伸夫，宮本謙三，

岡西哲夫，川村博文，宮下正好，高橋哲也，小林量作，鈴木学，鶴見隆正，酒井桂太，他：生活環境学　第 1 章．
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Ⅱ．生活環境の評価と改善計画．pp232-247．鶴見隆正・隆島研吾編：日常生活活動学・生活環境学　第 4 版，

医学書院，東京，358 頁，2012.9.

■論文

【報告】

小枩武陛，藤平保茂，藤野文崇，古井透，酒井桂太：臨床評価実習前後におけるストレスとその要因．リハビリ

テーション教育研究 2012, 17:60-61.

【その他】

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の在り方と

意義について－学生への調査から－．日本理学療法学術大会抄録集 2012　理学療法学第 39 巻大会特別号

No.2(DVD-ROM)2012．

■国際学会

【一般口演】

Tour Furui, Masayo Furui, Takashi Handa Keita Sakai, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki 

Kagatani, Kumiko Terayama: Wheelchair Seated Posture Measurement Based on ISO 16840-1 at Osaka 

Kawasaki Rehabilitation University Booth during Barrie Free Trade Show．28th International seating 

Symposium, Vancouver, Canada. 2012.3.14-17.

Tour Furui, Takashi Handa, Hideyuki Hirose, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki Kagatani, Shinji 

Abe, Keita Sakai, Kumiko Terayama, Seiji Togashi : Educational Impact of Seated Posture Measurement 

(ISO 16804-1 based) Upon People with Disabilities and Physical Therapy Students. Japan-Korea first joint 

conference Nagasaki Japan. 2012.11.17-18.

■国内学会

【一般口演】

古井透，酒井桂太，藤野文崇，阿部真二，山本泰史：大阪河﨑リハビリテーション大学座位姿勢計測ブースの企

画．第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.23.

【ポスター】

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の内容と意義に

ついて．第 47 回日本理学療法学術大会，神戸市，2012.5.27.

■講演会

【招待講演】

酒井桂太：リハビリテーションにおけるリスク管理について①．（社）大阪府理学療法士会泉州ブロック研修会，

大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.8.2.

酒井桂太：リハビリテーションにおけるリスク管理について②．（社）大阪府理学療法士会泉州ブロック研修会，

大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.8.9.

酒井桂太：吸引等の基礎知識・心構え．YMCA 米子医療福祉専門学校　同窓会 2012 年度卒後研修会，YMCA

米子医療福祉専門学校，2012.11.11.

【座長】

第 47 回日本理学療法士学術大会　口述（専門領域）教育管理／教育管理 1．神戸市，2012.5.25.
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【学会運営】

社団法人日本理学療法士協会　教育・管理系専門理学療法研究部会　部員 .

社団法人日本理学療法士協会　第 48 回日本理学療法士学術大会　査読委員 .

社団法人大阪府理学療法士会泉州ブロック　役員　学術部員 .

【嘱託委員】

貝塚市介護認定審査会　委員　貝塚市役所 .

メディカルプレス　理学療法編集同人 .

医学書院　理学療法ジャーナル編集同人 .

社団法人日本理学療法士協会　理学療法学査読委員 .

髙倉　利恵
■著書

【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■社会活動

【講師】

上手な体の動かしかた．講義と実技．公開講座 地域の子育て支援，大阪河﨑リハビリテーション大学，

2012.9.22.

支援学校の子ども達に対して学校や教育環境への適応を高めるための理学療法を実施．藤井寺支援学校，小学部，

中学部，高等部の児童・学生，2012.9-12．

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.9.22，10.27，11.23.

■研究助成

森下孝夫（研究代表），國末和也，野村和樹，木村秀生，髙倉利恵：泉州地域における子育てニーズに応じた社

会資源の調査・研究．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，200,000 円，2012.4-2013.3.

坪田　裕司
■論文

【原著】

久利彩子，珠数美穂，坪田裕司：活動対象が低い位置にある園芸活動で用いるしゃがんだ姿勢の分類の試み．園

芸療法学会誌 2012, 4:13-18.

■国内学会

【ポスター】

Emi Maeo, Muneyuki Morishita, Kazuhisa Tsumoto, Takanori Higaki, Yuji Tsubota : Quantification of Muscle 

Stiffness and the Relationship between Muscle Stiffness and low back pain. The 89th Annual Meeting of the 

Physiological Society of Japan, Matsumoto, 2012.3. 29-31.



大阪河﨑リハビリテーション大学紀要　第 7 巻　第 2 号

− 112 −

Muneyuki Morishita, Emi Maeo, Takanori Higaki, Kazuhisa Tsumoto, Yuji Tsubota : The relationship between 

the functional reach test and foot gripping strength. The 89th Annual Meeting of the Physiological Society of 

Japan, Matsumoto, 2012.3. 29-31.

■社会活動

【講師】

認知症を予防しよう．公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂，2012.10.16. 

出前講座：認知症予防と生理学．尼崎市社会福祉協議会，尼崎市老人福祉センター，2012.11.8.

【座長】

第 114 回関西実験動物研究会．大阪府立大学りんくうキャンパス，2012.6.15.

第 116 回関西実験動物研究会．京都，2012.12.14.

【学会運営】

日本生理学会　評議員 .

関西実験動物研究会　評議員・集会幹事 .

第 114 回関西実験動物研究会　大阪府立大学りんくうキャンパス，2012.6.15.

Experimental Animals　論文査読 .

■研究助成

坪田裕司（研究代表），久利彩子，藤平保茂：新入生支援のための復習システムと学生電子カルテ構築による教

育効果，－学力及び心理的成長の評価に関する研究－．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，1,300,000

円，2012.5-2013.3.

富樫　誠二
■論文

【報告】

佐竹勝，富樫誠二：人間科学 SGL の教育効果―体験学習から得た人間関係とコミュニケーションのスキルアッ

プ―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,6:109-114.

藤平保茂，小枩武陛，古井透，藤野文崇，久利彩子，富樫誠二：臨床実習指導者からみた実習生の積極性を規定

する因子について－積極性の有無を問う自由記載調査から－．リハビリテーション教育研究 2012,17:157-158.

【その他】

富樫誠二：不定愁訴の多い患者への対応のコツ．理学療法ジャーナル 2012, 46(10) :926-928.

富樫誠二：追悼　河﨑　茂　先生を偲んで．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:9.

■国際学会

【一般口演】

Tour Furui, Takashi Handa, Hideyuki Hirose, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki Kagatani, Shinji 

Abe, Keita Sakai, Kumiko Terayama, Seiji Togashi: Educational Impact of Seated Posture Measurement 

(ISO 16804-1 based) Upon People with Disabilities and Physical Therapy Students. Japan-Korea first joint 

conference Nagasaki Japan. 2012. 11.17-18.
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■講演会

【招待講演】

富樫誠二：感情と理学療法．第 3 回心理・精神領域理学療法研究セミナー，大阪河﨑リハビリテーション大学，

2012.3.3.

■社会活動

【講師】

出前講座：心理学を利用した理学療法～心が動けばからだも動く～．泉大津市立総合福祉センター，2012.8.30.

【座長】

第 1 回理学療法士及び作業療法士法をもっと知るための啓発セミナー，広島大学，2012.7.15.

第 4 回心理・精神領域理学療法研究セミナー，東京，2012.9.8. 

【学会運営】

広島転倒予防研究会　世話人 .

公益法人日本理学療法士協会法規検討委員会委員長 .

WCPT サブグループ心理・精神領域理学療法研究部門　運営幹事 .

■その他

理学療法ジャーナル編集同人 .

広島文化学園大学　客員教授 .

中村　美砂
■著書

【単著】

中村美砂：大学生のためのヘルスサイエンス～人生を豊かに過ごすために～．清風堂書店，大阪，141 頁，

2012.3.

■論文

【総説】

中村美砂，藤平保茂，大田喜一郎：骨格筋と遺伝子―サルコペニアの予防をめざして―．大阪河﨑リハビリテー

ション大学紀要 2012,7(1):17-25.

【原著】

中村美砂，上村理恵，松本優紀，横山慎也，守野聡子，中柗俊介：男子学生の運動経験年数と脈圧．大阪河﨑リ

ハビリテーション大学紀要 2012, 6:39-44.

久利彩子，村西壽祥，中柗俊介，中村美砂，大田喜一郎，小西正良：精神障害入院患者の廃用性筋委縮の生化学

的指標について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):59-64.

【その他】

中村美砂：追悼　大田喜一郎先生の御逝去を悼む．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):8.

■国際学会

【一般口演】

Misa Nakamura, Bo Han, Kennichi Kakudo: Calcitonin targets ERK signaling pathway in cancer cells. Annual 

Protein and Peptide Conference , China, Beijing, 2012.3.23-25.
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■国内学会

【一般口演】

中村美砂　細胞内シグナル伝達におけるカルシトニンの正と負の調節―ERK シグナル系と urokinase-type 

plasminogen activator 発現に着目して―．関西カルシウム研究会，大阪，2012.3.31. 

■メディア

【取材協力】

「驚異の梅酢パワー」．NHK　ゆうどきネットワーク（平成 24 年 5 月 30 日放送分）

■社会活動

【講師】

出前講座：学生と共に夢を追って．岸和田東ロータリークラブ例会，岸和田市，2012.11.9. 

「生活習慣と疾病」第４回機能性食品研究会　公益財団法人わかやま産業振興財団，和歌山市，2012.2.10. 

「遺伝子からわかる病気のあれこれ」 金剛高等学校 2 年生，富田林市，2012.6.28.

【非常勤講師】

病理学．河﨑会看護専門学校看護第 1 学科 1 年生，2012.8-12.

【論文査読】

Journal of Korean Medicine　（2012.4.）

【学会運営】

日本病理学会　評議委員 .

日本内分泌学会　評議委員 .

日本臨床内分泌病理学会　評議委員 .

関西カルシウム研究会　世話人 .

Journal of Basic and Clinical Medicine  Editorial board member.

World Journal of Experimental Medicine　Editorial board member.

Endocrine Journal　論文査読員 .

■研究助成

中村美砂（研究代表）：敗血症におけるプロカルシトニンの意義―プロカルシトニン欠損マウスを用いて―．文

部科学省　科学研究費補助金　基盤研究 C 24592757，2012-2014.

中村美砂（研究代表）：カルシトニンノックアウトマウスの解析．旭化成ファーマ，2011.1-2012.12.

覚道健一（研究代表），中村美砂：カルシトニンの新しい生物学的役割の研究．常磐大学共同研究費，2012.5-

2013.3.

久利　彩子
■論文

【総説】

村西壽祥，久利彩子，大田喜一郎：骨格筋の萎縮と肥大について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要

2012,6:33-37.

【原著】

久利彩子，珠数美穂，坪田裕司：活動対象が低い位置にある園芸活動で用いるしゃがんだ姿勢の分類の試み．日
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本園芸療法学会誌 2012, 4:13-18.

久利彩子，村西壽祥，中柗俊介，中村美砂，大田喜一郎，小西正良：精神障害入院患者の廃用性筋萎縮の生化学

的指標について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):59-64.

【短報】

藤平保茂，久利彩子：長期臨床実習期間中に設けた登校日の意義とあり方について―理学療法学専攻学生の意見

を基に―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):87-95.

【報告】

藤平保茂，小枩武陛，古井透，藤野文崇，久利彩子，富樫誠二：臨床実習指導者からみた実習生の積極性を規定

する因子について－積極性の有無を問う自由記載調査から－．リハビリテーション教育研究 2012, 17:157-158.

【その他】

藤平保茂，中谷秀美，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛：学生が抱く臨床実習における積極性とは (2) －学年の違

いに視点をおいて－．第 51 回近畿理学療法学術大会誌第 41 号 (CD-ROM 集 )2012．

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の在り方と

意義について－学生への調査から－．日本理学療法学術大会抄録集 2012　理学療法学第 39 巻大会特別号

No.2(DVD-ROM 集 )2012．

■国内学会

【一般口演】

久利彩子，吉田正樹：背臥位で計測できる足趾筋力計の作製の試み．第 33 回 バイオメカニズム学術講演会，東

北大学医学部，2012.12.16.

【ポスター】

石川大，河﨑建人，西野敦，廣田正博，稲葉敏樹，珠数美穂，中柗俊介，久利彩子：園芸の治療的特性の検証～

大学との共同研究を通じて～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

伊藤学，尾崎広一，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症

患者における温熱療法の試み～自律神経活動を指標として～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，

2012.10.9-10.

尾崎広一，伊藤学，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者の運動療法前後における自律神経活動について．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

田中康文，尾崎広一，伊藤学，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者自律神経機能評価の試み．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

久利彩子，岡健司，古井透，珠数美穂，丹羽亮介，中柗俊介，石川大，廣田正博，西野敦，稲葉敏樹：健康寿

命のための園芸活動に関する一般住民を対象とした勉強会の取り組み．第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，

2012.10.21.

藤平保茂，久利彩子，小枩武陛：長期臨床実習期間中半ばの登校日に出席した学生の実感について．第 25 回全

国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会，福岡市，2012.8.22-24.

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の内容と意義に

ついて．第 47 回日本理学療法学術大会，神戸市，2012.5.27.
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■勉強会

【招待講演】

久利彩子：「理学療法」（日本園芸療法学会認定園芸療法講座の一コマ）．日本園芸療法学会認定園芸療法講座「理

学療法（理学療法と園芸療法）」，大阪 NPO プラザ，2012.9.23.

■社会活動

【講師】

園芸と健康～運動機能に焦点をあてて～．交野市，2012.9.19.

出前講座：足と健康．岸和田支援学校 PTA なんでも専科，岸和田支援学校，2012.6.28.

出前講座：老化と姿勢．貝塚市市役所健康推進課，貝塚市立保健センター，2012.10.23.

【ボランティア活動】

大学連携による健康フェスタ「足の裏の状態の測定評価」計測およびアドバイス要員．ATC エイジレスセンター

（アジア太平洋トレードセンター　ITM 棟 11 階），2012.2.18.

全国パーキンソン病友の会大阪府支部泉州地域部会「リハビリ」運動療法指導補助．大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学，2012.5.19, 8.18.

全国パーキンソン病友の会大阪府支部泉州地域部会「いずみ会」リハビリ指導ボランティア　リハビリ指導

者：全国パーキンソン病友の会大阪府支部泉州地域部会「いずみ会」，大阪河崎リハビリテーション大学，

2012.12.22.

■研究助成

久利彩子 ( 研究代表 )，吉田正樹：一般高齢者の転倒予防・健康増進のために活用できる足趾の踏ん張る力（足

趾接床圧）の効果的な発揮方法がわかるバイオフィードバックシステムの開発および足趾の踏ん張る力（足趾

接床圧）を日常的に効果的に発揮する方法の一般高齢者への普及．大阪ガスグループ福祉財団「調査・研究助

成」，990,000 円，2012.4-2013.3.

坪田裕司（研究代表），久利彩子，藤平保茂：新入生支援のための復習システムと学生電子カルテ構築による教

育効果，－学力及び心理的成長の評価に関する研究－．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，1,300,000

円，2012.5-2013.3.

藤平　保茂
■論文

【総説】

中村美砂，藤平保茂，大田喜一郎：骨格筋と遺伝子―サルコペニアの予防をめざして―．大阪河﨑リハビリテー

ション大学紀要 2012,7(1):17-25.

【原著】

國末和也，藤平保茂：外部専門家としての特別支援学校への巡回相談及び連携．大阪河﨑リハビリテーション大

学紀要 2012,6:45-53.

【短報】

藤平保茂，久利彩子：長期臨床実習期間中に設けた登校日の意義とあり方について―理学療法学専攻学生の意見

を基に―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):87-95.



教員活動報告（2012 年 1 月～ 12 月）

− 117 −

【報告】

小枩武陛，藤平保茂，藤野文崇，古井透，酒井桂太：臨床評価実習前後におけるストレスとその要因．リハビリ

テーション教育研究 2012,17:60-61.

藤平保茂，小枩武陛，古井透，藤野文崇，久利彩子，富樫誠二：臨床実習指導者からみた実習生の積極性を規定

する因子について－積極性の有無を問う自由記載調査から－．リハビリテーション教育研究 2012,17:157-158.

藤平保茂，長辻永喜：メンタルヘルスにみる大学生の就職に関する諸問題．大阪河﨑リハビリテーション大学紀

要 2012, 6:115-119.

【その他】

曽根典法，藤平保茂，櫻井奈津子，櫻井千佳，白田祐司，小谷弥：臨床的体幹機能検査 FACT と大腿四頭筋の

比較による ADL 能力の関係について　－通所リハビリテーション利用者に体幹機能評価を加えて－．第 51 回

近畿理学療法学術大会誌第 41 号 (CD-ROM)2012．

中谷秀美，藤平保茂：学生が抱く臨床実習における積極性とは (1) －臨床実習指導者との比較に視点をおいて－．

第 51 回近畿理学療法学術大会誌第 41 号 (CD-ROM)2012．

藤平保茂：閉眼での肩関節における定位への再現運動に関する研究－関節位置覚と口頭誘導刺激を比較して－．

大阪体育学研究 (Supplement)2012, 50:30.

藤平保茂，中谷秀美，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛：学生が抱く臨床実習における積極性とは (2) －学年の違

いに視点をおいて－．第 51 回近畿理学療法学術大会誌第 41 号 CD-ROM 集 2012．

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の在り方と

意義について－学生への調査から－．日本理学療法学術大会抄録集 2012　理学療法学第 39 巻大会特別号

No.2(DVD-ROM)2012．

藤平保茂：再現運動における関節認知と運動イメージの優位関係―肩関節において―．日本心理学会第 76 回大

会発表論文集 (CD-ROM)2012．

横倉江美子，山田順子，藤平保茂：発達障がいのある子どもの親や支援者を対象としたアロマを使ったハンドト

リートメント講座の効果と今後への期待．日本心理学会第 76 回大会発表論文集 (CD-ROM)2012．

■国際学会

【一般口演】

Tour Furui, Masayo Furui, Takashi Handa Keita Sakai, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki 

Kagatani, Kumiko Terayama: Wheelchair Seated Posture Measurement Based on ISO 16840-1 at Osaka 

Kawasaki Rehabilitation University Booth during Barrie Free Trade Show．28th International seating 

Symposium，Vancouver, Canada. 2012.3.14-17.

Tour Furui, Takashi Handa, Hideyuki Hirose, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki Kagatani, Shinji 

Abe, Keita Sakai, Kumiko Terayama, Seiji Togashi：Educational Impact of Seated Posture Measurement 

(ISO 16804-1 based) Upon People with Disabilities and Physical Therapy Students. Japan-Korea first joint 

conference Nagasaki Japan. 2012. 11.17-18.

■国内学会

【一般口演】

藤平保茂：閉眼での肩関節における定位への再現運動に関する研究　－関節位置覚と口頭誘導刺激を比較して－．

大阪体育学会第 50 回大会，大阪市，2012.3.18.
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中谷秀美，藤平保茂：臨床実習における学生の積極性について　−何故，積極性を持てたのか−．第 52 回近畿

理学療法学術大会，奈良市，2012.11.11.

藤平保茂，中谷秀美：初めての長期臨床実習にて学生が実施できた積極性のある行動とは　− KJ 法による分析−．

第 52 回近畿理学療法学術大会，奈良市，2012.11.11.

【ポスター】

曽根典法，藤平保茂，櫻井奈津子，白田祐司，小谷弥，櫻井千佳，松尾梨加：異なるパルスオキシメーター用セ

ンサー装着部位における測定値の比較－ 6 分間歩行試験などの運動中において－．第 52 回近畿理学療法学術

大会，奈良市，2012.11.11.

辰己祥史，藤平保茂，原田真帆，藤井美有，大森佳乃：認知症の進行に伴う座位姿勢への影響．第 52 回近畿理

学療法学術大会，奈良市，2012.11.11.

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の内容と意義に

ついて．第 47 回日本理学療法学術大会，神戸，2012.5.27.

鬼村知子，藤平保茂：学生に積極性を持たせるための臨床実習指導者の指導方法について．第 25 回全国リハビ

リテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会，福岡市，2012.8.22-24.

藤平保茂，中谷秀美：臨床実習での積極的な行動への意識の違いから，学生の成長を読む　―学年間比較を通し

て―．第 25 回全国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会，福岡市，2012.8.22-24.

藤平保茂，久利彩子，小枩武陛：長期臨床実習期間中半ばの登校日に出席した学生の実感について．第 25 回全

国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会，福岡市，2012.8.22-24.

藤平保茂：再現運動における関節認知と運動イメージの優位関係　－肩関節において－．日本心理学会第 76 回

大会，川崎市，2012.9.11-13.

横倉江美子，山田順子，藤平保茂：発達障がいのある子どもの親や支援者を対象としたアロマを使ったハンドト

リートメント講座の効果と今後への期待．日本心理学会第 76 回大会，川崎市，2012.9.11-13.

■社会活動

【非常勤講師】

介護予防論．四天王寺大学短期大学部生活ナビゲーション学科生活福祉専攻，2012.4-7.

リハビリテーション論．四天王寺大学人文社会学部人間福祉学科社会福祉専攻，2012.9-2013.1.

リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第 1 学科，2012 年度．

リハビリテーション．河﨑会看護専門学校看護第 2 学科，2012 年度．

児童生徒への身体に関する課題の支援　福祉医療関係人材（理学療法士）活用事業．大阪府立佐野支援学校，特

別非常勤講師，2012 年度．

児童生徒への身体に関する課題の支援　福祉医療関係人材（理学療法士）活用事業．大阪府立佐野支援学校砂川

校，特別非常勤講師，2012 年度．

【嘱託委員】

公益社団法人　日本理学療法士協会　法規検討委員会委員，2012.1-12.

社団法人　大阪府理学療法士会　泉州ブロック学術担当　学術運営協力委員，2012.1-12.

大阪府忠岡町介護認定審査会．2012 年度．

大阪府泉南市バリアフリー基本構想策定協議会　副会長．大阪府泉南市，2012.9-2013.3.
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【学会運営】

　第 26 回全国リハビリテーション学校連絡協会　教育研究大会・教員研修大会　準備委員 . 

公益社団法人　日本理学療法士協会主催　第１回理学療法士及び作業療法士法をもっと知るための啓発セミ

ナー．広島市，2012.7.15.

■研究助成

坪田裕司（研究代表），久利彩子，藤平保茂：新入生支援のための復習システムと学生電子カルテ構築による教

育効果，－学力及び心理的成長の評価に関する研究－．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，1,300,000

円，2012.5-2013.3.

古井　透
■論文

【報告】

小枩武陛，藤平保茂，藤野文崇，古井透，酒井桂太：臨床評価実習前後におけるストレスとその要因．リハビリ

テーション教育研究 2012,17:60-61.

藤平保茂，小枩武陛，古井透，藤野文崇，久利彩子，富樫誠二：臨床実習指導者からみた実習生の積極性を規定

する因子について－積極性の有無を問う自由記載調査から－．リハビリテーション教育研究 2012,17:157-158.

【その他】

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の在り方と

意義について－学生への調査から－．日本理学療法学術大会抄録集 2012　理学療法学第 39 巻大会特別号

No.2(DVD-ROM)2012．

■国際学会

【一般口演】

Tour Furui, Masayo Furui, Takashi Handa Keita Sakai, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki 

Kagatani, Kumiko Terayama: Wheelchair Seated Posture Measurement Based on ISO 16840-1 at Osaka 

Kawasaki Rehabilitation University Booth during Barrie Free Trade Show．28th International seating 

Symposium，Vancouver, Canada. 2012.3.14-17.

Masayo Furui, Tour Furui, Kiyoharu Shiraishi：Adovocating for Real Change．2012 Pacific Rim International 

Forum on the Rights of Persons with Disabilities. Honolulu, Hawaii.2012.324.

Tour Furui, Masayo Furui, Kiyoharu Shiraishi, Cihoko Aoki：Human rights violations of persons with 

disabilities in Fukushima after the Great East Japan Earthquake, Tsunami, and nuclear power plant 

accident．28th Annual Pacific Rim Conference on Disability and Diversity，Honolulu, Hawaii. 2012.3.26.

Tour Furui, Takashi Handa, Hideyuki Hirose, Yasushige Fujihira, Fumitaka Fujino, Masayuki Kagatani, Shinji 

Abe, Keita Sakai, Kumiko Terayama, Seiji Togashi：Educational Impact of Seated Posture Measurement 

(ISO 16804-1 based) Upon People with Disabilities and Physical Therapy Students. Japan-Korea first joint 

conference Nagasaki Japan. 2012. 11.17-18.

■国内学会

【一般口演】

Tour Furui, Fumitaka Fujino, Shinji Abe：Clinical potential of a posture measurement instrument "HORIZON"．
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第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.21.

阿部真二，古井透，木村公英，土田尚治：HOLIZON の臨床的可能性：股関節屈曲角度計測での検者間誤差の考察．

第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.22.

井上敏明，古井透：車椅子納品時の座位姿勢の簡易計測の試み．第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿勢計測研

究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.24.

藤野文崇，山田寛之，黒仁田武洋，西ノ原隆之，小枩武陛，古井透：姿勢計測ソフト Rysis Angle を用いたハム

ストリングに対するストレッチ効果の検討～昇降動作を指標として～．第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿

勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.24.

藤野文崇，石田恭子，津野光昭，小西勇亮，藤原良太，岡田仁志，河野真也，古井透，櫛谷昭一：動画によるフィー

ドバックが動作に影響を及ぼした一症例．第 27 回リハ工学カンファレンス，福岡，2012.8.23.

古井透，酒井桂太，藤野文崇，阿部真二，山本泰史：大阪河﨑リハビリテーション大学座位姿勢計測ブースの企

画．第 4 回座位姿勢計測セミナー，座位姿勢計測研究会，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.1.23.

久利彩子，岡健司，古井透，珠数美穂，丹羽亮介，中柗俊介，石川大，廣田正博，西野敦，稲葉敏樹：健康寿

命のための園芸活動に関する一般住民を対象とした勉強会の取り組み．第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，

2012.10.21.

【ポスター】

藤平保茂，久利彩子，藤野文崇，小枩武陛，古井透，酒井桂太：長期臨床実習中に設けた登校日の内容と意義に

ついて．第 47 回日本理学療法学術大会，神戸市，2012.5.27.

■社会活動

【学会運営】

座位姿勢計測研究会　座長．

一般社団法人　日本リハビリテーション工学協会　英語セッション座長．2012.8.23-25.

一般社団法人　日本リハビリテーション工学協会　理事．

【ボランティア活動】

リハビリ教室　体操支援．全国パーキンソン友の会大阪府支部　「いずみ会」，2012.1-12.

村西　壽祥
■論文

【総説】

村西壽祥，久利彩子，大田喜一郎：骨格筋の萎縮と肥大について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 

6:33-37.

【原著】

久利彩子，村西壽祥，中柗俊介，中村美砂，大田喜一郎，小西正良：精神障害入院患者の廃用性筋委縮の生化学

的指標について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):59-64.

■国内学会

【一般口演】

長岡嵩，村西壽祥，中土保，伊藤陽一：前鋸筋麻痺により 10 年以上肩関節挙上運動が困難であった症例．第 24

回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2012.7.8.
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東沙織，村西壽祥，新枦剛也，甲斐新二，中土保：退院後に活動範囲が拡大した脳梗塞右肩麻痺を呈した１症例

－在宅生活での問題点とその対応－．第 24 回大阪府理学療法学術大会，大阪市，2012.7.8.

山本昌樹，村西壽祥：簡易型脳波計による律動脳波フィードバックトレーニングの検討．第 1 回日本精神科医学

会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

【ポスター】

伊藤学，尾崎広一，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症

患者における温熱療法の試み～自律神経活動を指標として～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，

2012.10.9-10.

尾崎広一，伊藤学，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者の運動療法前後における自律神経活動について．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

桑野正樹，村西壽祥，新枦剛也，東沙織，辻本昌泰，石原望美，長岡嵩，中野禎，中土保，伊藤陽一：腱板筋作

用を考慮した上肢運動テストの検討について．第 9 回肩の運動機能研究会，東京都，2012.10.5-6.

小藤定，村西壽祥，森健一郎，杉本純一，小倉亜弥子，彼末将吾，伊藤誠，塚本卓司，阪根寛，伊藤陽一：肩甲

骨上方回旋運動の獲得における肩甲挙筋の運動療法について．第 9 回肩の運動機能研究会，東京都，2012.10.5-6.

新枦剛也，村西壽祥，桑野正樹，中野禎，中土保，伊藤陽一：肩甲骨アライメントおよび可動性を改善する運動

療法の検討．第 9 回肩の運動機能研究会，東京都，2012.10.5-6.

田中康文，尾崎広一，伊藤学，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者自律神経機能評価の試み．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

辻本昌泰，村西壽祥，新枦剛也，桑野正樹，東沙織，石原望美，長岡嵩，玉尾彩，中土保，伊藤陽一：体幹回旋

エクササイズが肩関節可動域に及ぼす即時効果について．第 52 回近畿理学療法学術大会，奈良市，2012.11.11.

中野禎，村西壽祥，新枦剛也，中土保，片岡紳一郎，森耕平，阿曽絵巳，伊藤陽一：患者立脚肩関節評価と肩関

節機能との関連性について．第 9 回肩の運動機能研究会，東京都，2012.10.5-6.

藤原伸一，村西壽祥，新枦剛也，佐藤由香理，中土保：人工膝関節全置換術後に膝可動域制限を有した症例にお

ける超音波療法の効果について．第 52 回近畿理学療法学術大会，奈良市，2012.11.11.

村西壽祥，中野禎，中土保，伊藤陽一：上肢下方牽引における上腕骨頭の変位について．第 9 回肩の運動機能研

究会，東京都，2012.10.5-6.

■社会活動

【学会運営】

第 24 回大阪府理学療法学術大会　準備委員長．大阪市，2012.7.8.

公益社団法人日本理学療法士協会　代議士．東京，2011 年度～．

社団法人大阪府理学療法士会　新人教育部　部長．大阪市，2012 年度～．

【座長】

第 24 回大阪府理学療法学術大会　シンポジウム．大阪市，2012.7.8.

山本　昌樹
■論文

【原著】

Masaki Yamamoto, Hiroshi Ando: Probabilistic models of state estimation predict visuomotor transformations 
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during prism adaptation. visual neuroscience 2012, 29(2): 119-129.

【短報】

H 波による立位調節の電気生理学的研究～健常者の特性と中枢性障害例との比較～．大阪河﨑リハビリテーショ

ン大学紀要 2012,7(1):79-85.

■国際学会

【ポスター】

Masaki Yamamoto, Hiroshi Ando：Probabilistic models of state estimation predict visuomotor transformations 

during prism adaptation．World Psychiatric Association International Congress, 2012.10. 17-21,

■国内学会

【一般口演】

山本昌樹，村西壽祥：簡易型脳波計による律動脳波フィードバックトレーニングの検討．第 1 回日本精神科医学

会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

【ポスター】

伊藤学，尾崎広一，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症

患者における温熱療法の試み～自律神経活動を指標として～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，

2012.10.9-10.

尾崎広一，伊藤学，田中康文，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者の運動療法前後における自律神経活動について．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

田中康文，尾崎広一，伊藤学，久利彩子，山本昌樹，村西壽祥，小枩武陛，沖田幸治，河﨑建人：統合失調症患

者自律神経機能評価の試み．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

山本昌樹：事象関連電位を用いた異なる運動イメージの判別性の検討．第 42 回日本臨床神経生理学会学術大会，

東京，2012.11.8-10.

＜作業療法学専攻＞

石川　健二
■論文

【原著】

Kenji Ishikawa, Michio Yamaguchi, Yasuo Naito, Hiroshi Ando : Hand Deftness and Cognitive Function – Utility 

of event-related potential upon MCI detection and relationship between visual memory and upper-extremity 

movement capability. Bulletin of health sciences Kobe 2011, 27: 9-17.

石川健二，國末和也：軽度認知障害（MCI）検出における事象関連電位の有用性．大阪河﨑リハビリテーション

大学紀要 2012,6:55-61.

■国内学会

【一般口演】

石川健二，山口三千夫，内藤泰男，安藤啓司：手の器用さが認知機能に及ぼす影響～ MCI 患者の検出における

事象関連電位の有用性及び視覚性記憶と上肢機能の関連～．第 46 回日本作業療法士学会，宮崎，2012.6.15.

石川健二，武井麻喜，内藤泰男：MCI における視覚性記憶が手の器用さに及ぼす影響．第 32 回近畿作業療法学会，
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大阪，2012.10.6.

【ポスター】

上島健，安藤啓司，石川健二，平本憲二，武井麻喜：荒練り作業と釉薬づけ作業前後における Functional Reach 

Test の変化―健康教室に参加した高齢者への調査―．第 46 回日本作業療法学会，宮崎，2012.6.15-17.

■社会貢献

【学会運営】

第 46 回日本作業療法士学会　演題審査委員．宮崎，2012.6.15.

第 32 回近畿作業療法学会　演題審査委員．大阪，2012.10.6.

第 26 回全国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会　準備委員 .

【嘱託委員】

大阪府作業療法士会　学術部委員．2012 年度．

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

岡田　守弘
■国内学会

【シンポジウム】

岡田守弘：機能性ディスペプシア．第 11 回紀北消化器フォーラム，和歌山県紀の川市，2012.6.9.

■社会活動

【学会運営】

医学雑誌　Current Drug Targets （Bentham Science Publishers) 論文査読．2012 年 .

【公開講座主催】

紀北健康講座　「胃癌について」．和歌山県立医科大学付属病院紀北分院，2012.7.31.

勝山　隆
■社会活動

【ボランティア活動】

リハビリ教室　体操支援．全国パーキンソン友の会大阪府支部　「いずみ会」，2012.1-12.

【非常勤講師】

大阪府健康医療部難病患者地域支援対策推進事業　訪問リハビリ指導，大阪府保健所（守口保健所），2012.1-12.

上島　健
■論文

【原著】

上島健，安藤啓司：粘土を練る作業は立位バランスを向上させるのか？．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要

2012, 6:63-71
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■国内学会

【ポスター】

上島健，安藤啓司，石川健二，平本憲二，武井麻喜：荒練り作業と釉薬づけ作業前後における Functional Reach 

Test の変化―健康教室に参加した高齢者への調査―．第 46 回日本作業療法学会，宮崎市，2012.6.15-17.

谷口孝紀，上島健：介護・看護・リハビリテーション職種における車いす各部位の理解度　～他職種における

Seating の情報共有について～．第 46 回日本作業療法学会，宮崎市，2012.6.15-17.

嶋野広一，上島健：新入生クラス分け試験と学内成績，総合臨床実習との関連性．第 25 回全国リハビリテーショ

ン学校協会　教育研究大会 ･ 教員研修会，福岡国際医療福祉学院，2012.8.22- 8.24.

谷口孝紀，上島健：車いす整備状況とシーティングの取り組み（第 1 報）．全国老人保健施設協会 第 23 回全国

介護老人保健施設大会 美ら沖縄，沖縄，2012.10.3-5.

谷口孝紀，上島健：車いす整備状況とシーティングの取り組み（第 2 報）．全国老人保健施設協会 第 23 回全国

介護老人保健施設大会 美ら沖縄，沖縄，2012.10.3-5.

■社会活動

【講師】

一般記念講演．広島大学医学部保健学科　創立 20 周年記念式典，広島大学，2012.9.29.

身体運動学特論．神戸大学大学院　人間発達環境学研究科，2012.6.5.

尼崎市住宅改造助成事業講師．尼崎市，2012.4.1-2013.3.31.

訪問介護員養成講座　リハビリテーション医療の基礎知識　講師．大阪府立貝塚高等学校，2012.7.30.

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

【学会運営】

第 32 回近畿作業療法学会査読員．第 32 回近畿作業療法学会，2012.5.31-2012.10.6.

第 47 回日本作業療法学会実行委員（渉外広報部長）．大阪国際会議場，2012.4.1-2013.9.30.

【嘱託委員】

一般社団法人　日本作業療法士協会　学会演題審査委員 .

一般社団法人　日本作業療法士協会　代議員 .

社団法人　大阪府作業療法士会　広報部長 .

貝塚市介護認定審査会審査会　委員 .

大阪市障害程度区分認定審査会　委員 .

バリアフリー展 2012　相談員．インテックス大阪，2012.4.19.

佐竹　勝
■著書

【共著】

佐竹勝：第 1 章　作業療法評価とは．1 評価の流れ，2 記録と報告，pp10-26．第 3 章　評価事例　14 統合失調症，

pp423-431．長﨑重信監修，佐竹勝編集：作業療法学　ゴールドマスターテキスト 3　作業療法評価学，メジカ

ルビュー社，東京，491 頁．2012.3.
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■論文

【報告】

佐竹勝，富樫誠二：人間科学 SGL の教育効果―体験学習から得た人間関係とコミュニケーションのスキルアッ

プ―．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:109-114.

【その他】

佐竹勝：追悼　熱き想いにこころ魅かれて．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 6:9.

■国内学会

【一般口演】

珠数美穂，佐竹勝，平本憲二：緑と癒しをリハビリテーションに～園芸療法教育の現場から～．第 12 回癒しの環境，

和歌山県立医科大学，2012.10.6-7.

■研究助成

佐竹勝（研究代表），中柗俊介，珠数美穂，嶋野広一：大阪河﨑リハビリテーション大学卒業生の園芸療法実

践の現状～卒業生へのアンケート調査から～．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，120,000 円，

2012.4-2013.

■社会活動

【学会運営】

一般社団法人日本作業療法士協会　WFOT 認定等教育水準審査委員長 .

一般社団法人　日本リハビリテーション教育評価機構　評価認定委員会　委員長．

嶋野　広一
■国内学会

【ポスター】

嶋野広一，上島健：新入生クラス分け試験と学内成績　総合臨床実習との関連性．第 25 回全国リハビリテーショ

ン学校協会　教育研究大会 ･ 教員研修会，福岡国際医療福祉学院，2012.8.22- 8.24.

■社会貢献

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

【講師】

第 36 回介護セミナー『その“むせ”気になりませんか？』～嚥下障害の解説と予防方法について～．センチュリー

シティ都島，2012.3.10.

介護等実習．帝塚山大学人文科学部，2012.4.25.

■研究助成

佐竹勝（研究代表），中柗俊介，珠数美穂，嶋野広一：大阪河﨑リハビリテーション大学卒業生の園芸療法実

践の現状～卒業生へのアンケート調査から～．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，120,000 円，

2012.4-2013.3.
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髙野　珠栄子
■社会活動

【講師】

介護予防教室「脳いきいき生活を送る方法　その① , ② , ⑤」．ウッディ・タウン市民センター，三田市，2012.7-8.

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

武井　麻喜
■論文

【総説】

武井麻喜，大田喜一郎：自閉症スペクトラム障害(autistic spectrum disorders；ASD)児に対するグループセラピー．

大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):27-35.

武井麻喜，馬場紀代子，大田喜一郎：自閉症スペクトラム患者における骨格筋の関与について．大阪河﨑リハビ

リテーション大学紀要 2012,6:27-31.

■国内学会

【一般口演】

荒井秀光，武井麻喜，山田隆人，長辻永喜，馬場昌子：立ち上がり動作時の横手すり位置の検討．平成 24 年度

日本建築学会近畿支部研究発表会，大阪工業技術専門学校，2012.6.16-17.

石川健二，武井麻喜，内藤泰男：MCI における視覚性記憶が手の器用さに及ぼす影響．第 32 回近畿作業療法学会，

大阪，2012.10.6.

武井麻喜，山田隆人，藤原太郎，長辻永喜，馬場昌子：椅子座位からの立ち上がりを想定した横手すり位置に関

する実験研究―その 2　片麻痺後遺症を持つ者の場合―．日本福祉のまちづくり学会　第 15 回全国大会，北

九州市，2012.8.25-27.

長辻永喜，山田隆人，藤原太郎，武井麻喜，馬場昌子：椅子座位からの立ち上がりを想定した横手すりの位置に

関する実験研究―その 1　40 ～ 70 代の健常者の場合―．日本福祉のまちづくり学会　第 15 回全国大会，北九

州市，2012.8.25-27.

【ポスター】

上島健，安藤啓司，石川健二，平本憲二，武井麻喜：荒練り作業と釉薬づけ作業前後における Functional Reach 

Test の変化―健康教室に参加した高齢者への調査―．第 46 回日本作業療法学会，宮崎，2012.6.15-17.

■社会活動

【非常勤講師】

リハビリテーション論．河﨑会看護専門学校，看護第 1 学科 2 年生，2012.9.

【学会運営】

第 26 回全国リハビリテーション学校協会　教育研究大会・教員研修会　準備委員．

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.
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津田　勇人
■著書

【共著】

津田勇人：第 2 章　評価の基本と技術．13 形態計測，14 上肢機能，15 義肢・装具．pp152-185．長﨑重信監修，

佐竹勝編集：作業療法学　ゴールドマスターテキスト 3　作業療法評価学，メジカルビュー社，東京，491 頁，

2012. 3.

■社会活動

【非常勤講師】

肢体不自由者の心理・生理・病理．武庫川女子大学，文学部教育学科 2 年生，2012.4-9.

運動学Ⅰ・Ⅱ．箕面学園保育福祉専門学校，作業療法学科 1 年生，2012 年度．

【嘱託委員】

大阪市障害程度区分認定審査会委員．西成区役所，2011.4-2013.3.

【論文査読】

関西福祉科学大学　総合福祉科学学会　機関誌「総合福祉科学研究」．

中柗　俊介
■著書

【共著】

中柗俊介：第 4 章　トピック　6 評価と統計．pp.478-480．長﨑重信監修，佐竹勝編集：作業療法学ゴールドマスター

テキスト 3 作業療法評価学．メジカルビュー社，東京，491 頁，2012.3.

■論文

【原著】

中村美砂，上村理恵，松本優紀，横山慎也，守野聡子，中柗俊介：男子学生の運動経験年数と脈圧．大阪河﨑リ

ハビリテーション大学紀要 2012, 6:39-44.

久利彩子，村西壽祥，中柗俊介，中村美砂，大田喜一郎，小西正良：精神障害入院患者の廃用性筋委縮の生化学

的指標について．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):59-64.

■国内学会

【一般口演】

金本一紀，岸本眞，小原英輔，宮本英城，中柗俊介：障害児の歩行ステップ獲得への創発指導に関する考察．第

25 回日本スポーツ運動学会，福岡，2012.3.26-27.

廣田正博，中柗俊介，河﨑建人：精神科作業療法におけるカラオケ活動の治療的効果．第 1 回日本精神科医学会

学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

珠数美穂，佐竹勝，中柗俊介：園芸療法科目履修生による園芸活動の現状～卒業生へのアンケート調査から～．

第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，2012.10.20-21.

【ポスター】

石川大，河﨑建人，西野敦，廣田正博，稲葉敏樹，珠数美穂，中柗俊介，久利彩子：園芸の治療的特性の検証～

大学との共同研究を通じて～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

久利彩子，岡健司，古井透，珠数美穂，丹羽亮介，中柗俊介，石川大，廣田正博，西野敦，稲葉敏樹：健康寿
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命のための園芸活動に関する一般住民を対象とした勉強会の取り組み．第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，

2012.10.20-21.

■勉強会

精神科部門作業活動分析．作業活動研究会，就職支援室，2012 年度毎月第 1 木曜日．

■社会活動

【非常勤講師】

情報科学．河﨑会看護専門学校看護第 1 学科 1 年生，2012.9.1-11.30.

人間関係論．履正社医療スポーツ専門学校理学療法学科 1 年生，2012.4.1-2013.3.31.

スポーツ健康科学．河﨑会看護専門学校看護第 2 学科 1 年生，2012.9.1-12.31.

■研究助成

佐竹勝（研究代表），中柗俊介，珠数美穂，嶋野広一：大阪河﨑リハビリテーション大学卒業生の園芸療法実

践の現状～卒業生へのアンケート調査から～．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，120,000 円，

2012.4-2013.

平本　憲二
■論文

【原著】

平本憲二，奈良由美子：知的障害者における包括的発達段階尺度の有用性の検討．大阪河﨑リハビリテーション

大学紀要 2012,7(1): 65-78.

■国内学会

【一般口演】

珠数美穂，佐竹勝，平本憲二：緑と癒しをリハビリテーションに～園芸療法教育の現場から～．第 12 回癒しの環境，

和歌山県立医科大学，2012.10.6-7.

【ポスター】

上島健，安藤啓司，石川健二，平本憲二，武井麻喜：荒練り作業と釉薬づけ作業前後における Functional Reach 

Test の変化―健康教室に参加した高齢者への調査―．第 46 回日本作業療法学会，宮崎市，2012.6.15-17.

■社会活動

【講師】

精神障害者の雇用義務化について．第 8 回地域リハビリテーション勉強会，大阪河﨑リハビリテーション大学，

2012.7.29.

中学生サマーセミナー「創作でリハビリ！？」．大学コンソーシアム大阪主催，大阪河﨑リハビリテーション大学，

2012.8.22.

一緒に遊ぼう～自然に親しみ、お兄ちゃん、お姉ちゃんの学生となかよしになろう～．公開講座子育て支援，大

阪河﨑リハビリテーション大学，2012.11.23.

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

【学会運営】

第 47 回日本作業療法学会広報副部長（実行委員）．大阪国際会議場，2012.4.1.
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【嘱託委員】

地域リハビリテーション研究会実行委員．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.2.11, 7.29, 11.25.

水野　貴子
■社会活動

【講師】

出前講座：あなたは右脳派？左脳派？－左右の脳の働き－．木島小学校，2012.1.19.

創作でリハビリ！？．大学コンソーシアム主催，大学・関西大学千里山キャンパス，2012.7.16.

出前講座：創作でリハビリ！？　貝塚市浜手地区公民館，2012.8.2.

中学生サマーセミナー「創作でリハビリ！？」．大学コンソーシアム大阪主催，大阪河﨑リハビリテーション大学，

2012.8.22.

あなたは右脳派？左脳派？－左右の脳の働きを考える－．大学コンソーシアム，関西大学千里山キャンパス，

2012.7.16.

出前講座：あなたは右脳派？左脳派？左右の脳の働き．大阪市立東住吉区老人保健センター，2012.10.16.

出前講座：あなたは右脳派？左脳派？左右の脳の働き．岸和田市立会館，2012.10.17.

出前講座：あなたは右脳派？左脳派？左右の脳の働き．ホテルグランヴィア大阪，2012.12.6.

【非常勤講師】

リハビリテーション．河﨑会看護専門学校，看護第 2 学科 2 年生，2012.11.-12.

【公開講座主催】

公開講座「ヘルスケア河﨑 ( 健康教室 )」．河﨑記念講堂　他，2012.5.8- 12.11.

【嘱託委員】

阪南市泉南市岬町障害程度区分認定審査会．阪南市保健センター，2012.2.7，4.17，6.19，7.31, 8.21, 10.2, 12.25.

森下　孝夫
■著書

【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■論文

【報告】

森下孝夫，野村和樹，岸本眞，國末和也：子育て支援室の発足と今後の展望．大阪河﨑リハビリテーション大学

紀要 2012, 6:101-107.

【原著】

森下孝夫，國末和也，岸本眞，野村和樹，寺山久美子：子育て支援に関するニーズ調査～貝塚市周辺地域を校区

とした特別支援学校に在籍する子どもたち～．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1) : 37-46.
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■社会活動

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学， 2012.9.22( 第 1 回 )， 10.27( 第 2 回 )， 

11.23( 第 3 回 ).

■研究助成

森下孝夫（研究代表），國末和也，野村和樹，木村秀生，髙倉利恵：泉州地域における子育てニーズに応じた社

会資源の調査・研究．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，200,000 円，2012.4-2013.3.

＜言語聴覚学専攻＞

雨宮　徹
■勉強会

【一般口演】

フランクルの『精神』についての一考察―認識と実践の観点から―．フランクル研究会，大阪ガーデンパレス，

2012.2.12.

■社会活動

【講師】

出前講座「それでも人生にイエスと言う」V.E. フランクルの生き方と思想．NPO 法人 翔夢（カム），2012.6.18.

【非常勤講師】

哲学．河﨑会看護専門学校第 2 学科，2012.4-7.

倫理学概論 I．近畿大学，2012.4-7.

倫理学概論 II．近畿大学，2012.9-12.

【学会運営】

フランクル研究会事務局．大阪ガーデンパレス，2012.1-12.

稲葉　敏樹
■論文

【報告】

矢守麻奈，稲葉敏樹，木村秀生，高橋泰子：学生の記銘方略に関与する要素．リハビリテーション教育研究

2012, 17:131-132.

■国内学会

【一般口演】

稲葉敏樹：部種別漢字書字における語流暢性の検討．第 36 回日本高次脳機能障害学会，栃木県総合文化センター，

2012.11.22-23.

髙橋泰子，木村秀生，稲葉敏樹：ADHD サブタイプにおける WISC- Ⅲの特性．第 1 回日本精神科医学会学術大会，

大阪市，2012.10.10.

【ポスター】

石川大，河﨑建人，西野敦，廣田正博，稲葉敏樹，珠数美穂，中柗俊介，久利彩子：園芸の治療的特性の検証～
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大学との共同研究を通じて～．第 1 回日本精神科医学会学術大会，大阪市，2012.10.9-10.

久利彩子，岡健司，古井透，珠数美穂，丹羽亮介，中柗俊介，石川大，廣田正博，西野敦，稲葉敏樹：健康寿

命のための園芸活動に関する一般住民を対象とした勉強会の取り組み．第 5 回日本園芸療法学会，岐阜市，

2012.10.21.

■社会活動

【講師】

出前講座：入門・熟年コミュニケーション～認知機能の低下を防ごう～．山手地区公民館貝塚市立保健センター

健康推進課，貝塚市山手地区公民館，2012.9.25.

出前講座：熟年コミュニケーション～認知機能の低下を防ごう～．大阪市旭区役所保健福祉課食生活改善指導員

協議会，大阪府旭区保健福祉センター分館，2012.11.6.

出前講座：入門・熟年コミュニケーション～認知機能の低下を防ごう～シニアいきいき講座．泉南市教育委員会

文化振興課，泉南市新家公民館，2012.12.8.

亀井　一郎
■講演会

【招待講演】

亀井一郎：脳画像の見かたについて（脳卒中等）．平成 24 年度和歌山県作業療法士会学術部研修会，和歌山県子

ども・女性・障碍者相談センター（和歌山市），2012.10.14.

■メディア

【取材協力】

健康ゼミナール（1. 認知症とは？）．和歌山放送，2012.6.2.

健康ゼミナール（2. 認知症の分類）．和歌山放送，2012.6.8.

健康ゼミナール（3. 認知症の診断と治療）．和歌山放送，2012.6.15.

健康ゼミナール（4. 認知症に対する家族の対処）．和歌山放送，2012.6.22.

健康ゼミナール（5. 年齢による物忘れと認知症）．和歌山放送，2012.6.29.

木村　秀生
■著書

【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■論文

【原著】

木村幸，巨島文子，木原美奈子，今田智美，澤真澄，倉知智子，木村秀生，青柳陽一郎：吐き戻す習慣を矯正し

経口摂取に至った球麻痺児の嚥下リハビリテーションの一例．嚥下医学 2012, 1(1): 105-111.

【報告】

矢守麻奈，稲葉敏樹，木村秀生，高橋泰子：学生の記銘方略に関与する要素．リハビリテーション教育研究
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2012, 17:131-132.

■国内学会

【一般口演】

髙橋泰子，木村秀生，稲葉敏樹：ADHD サブタイプにおける WISC- Ⅲの特性．第 1 回日本精神科医学会学術大会，

大阪市，2012.10.10.

■講演会・勉強会

【招待講演】

木村秀生：「食べること」について　その「しくみ」と「援助」．泉南市立こども支援センター保護者教室，泉南

市総合福祉センター，2012.6.20.

木村秀生：食事場面での口腔運動機能支援 ( 第 1 回 )．障害者自立支援センターどんまい　職員研修会，2012.8.2.

木村秀生：食事場面での口腔運動機能支援 ( 第 2 回 )．障害者自立支援センターどんまい　職員研修会，2012.11.8.

木村秀生：もぐもぐのはなし　障がい乳幼児の摂食機能発達とその援助．大阪府泉佐野保健所　障がい・難病児

療育システム推進事業学習交流会，大阪府泉佐野保健所，2012.11.8. 

木村秀生：平成 24 年度前期の京都府発達障害児者支援体制整備検討委員会の活動について．京都府言語聴覚士

会　小児部会，京都市職員会館かもがわ，2012.11.11.

■社会活動

【講師】

くらしの中のコミュニケーション　～自然はことばがけ、ほめかた、かかわりかた～．平成 24 年度第 2 回子育

て支援室公開講座，大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.10.27.

大阪府立岸和田支援学校　福祉医療関係人材活用事業　言語聴覚分野特別非常勤講師，2012 年度 .

大阪府立藤井寺支援学校　福祉医療関係人材活用事業　言語聴覚分野特別非常勤講師，2012 年度 .

京都府立こども発達支援センター　言語聴覚分野非常勤嘱託．2012.1- 8.

【非常勤講師】

奈良教育大学教育学部　学校教育教員養成課程　言語治療学集中講義．2012. 8.16- 20.

【学会運営】

京都府言語聴覚士会　副会長． 

Developmental Disabilities Support in Kyoto（DDSK）世話人

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.9.22，10.27，11.23.

第 14 回京都府言語聴覚士会ことばのための発達心理学連続研修会「京都府における発達障害支援　－年中児サ

ポート事業を中心に―」．京都教育文化センター，2012.2.5.

第 15 回京都府言語聴覚士会ことばのための発達心理学連続研修会「子どもたちの文法獲得―動詞と統語の発達

を中心に―」．京都市職員会館かもがわ，2011.10.30.

【嘱託委員】

京都府発達障害児者支援体制整備検討委員会　委員 .

京都教育大学教育学部附属支援学校　言語相談員．2012.1- 3.

大阪府泉佐野保健所　長期療養児在宅支援事業　言語聴覚分野訪問相談員 . 
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■研究助成

森下孝夫（研究代表），國末和也，野村和樹，木村秀生，髙倉利恵：泉州地域における子育てニーズに応じた社

会資源の調査・研究．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，200,000 円，2012.4-2013.3.

國末　和也
■著書

【共著】

國末和也，藤本裕人，須藤正彦：第 2 章 10 聴覚障害児の学習習熟度～標準学力検査（CRT- Ⅱ）の結果から～．

pp184-195．公益財団法人テクノエイド協会：聴覚障害児の日本語言語発達のために～ ALADJIN のすすめ～．

公益財団法人テクノエイド協会，東京，263 頁，2012.1

【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■論文

【原著】

石川健二，國末和也：軽度認知障害（MCI）検出における事象関連電位の有用性．大阪河﨑リハビリテーション

大学紀要 2012, 6:55-61.

國末和也，藤平保茂：外部専門家としての特別支援学校への巡回相談及び連携．大阪河﨑リハビリテーション大

学紀要 2012, 6:45-53.

國末和也，石井敦子，本田夕真：聴覚がい児のための教材・教具開発支援―発音学習―．大阪河﨑リハビリテー

ション大学紀要 2012, 7(1):47-58.

本田夕真，國末和也：聴覚障がい児の比喩 ･ 皮肉理解力．ろう教育科学，2012, 53(4): 175-184.

森下孝夫，國末和也，岸本眞，野村和樹，寺山久美子：子育て支援に関するニーズ調査～貝塚市周辺地域を校区

とした特別支援学校に在籍する子どもたち～．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012, 7(1):37-46.

【報告】

森下孝夫，野村和樹，岸本眞，國末和也：子育て支援室の発足と今後の展望．大阪河﨑リハビリテーション大学

紀要 2012,6:101-107.

■国内学会

【シンポジウム】

國末和也，須藤正彦，武居渡，大鹿綾，大沼直紀：聴覚障害児の言語力．第 50 回日本特殊教育学会自主シンポジウム，

日本特殊教育学会，筑波大学，2012.9.28-30.

【ポスター】

藤本裕人，前新直志，國末和也：障害のある子どもの学習言語に関する基礎的研究．日本特殊教育学会第 50 回大会，

筑波大学，2012.9.28-30.

■勉強会

【一般口演】

國末和也：聴覚学習、発音学習等．支援学級担当教員対象　聴覚・補聴学習会，大阪河﨑リハビリテーション大
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学，第 28 回～第 32 回，2012.1-12.

■社会活動

【非常勤講師】

高校エキスパート活用事業．岡山県立岡山聾学校，2012 年度 .

聴覚障害児教育総論．ノートルダム清心女子大学，2012 年度後期 .

【嘱託委員】

日本言語聴覚士協会　職能部　学校教育．2012 年度 .

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.9.22，10.27，11.23.

■研究助成

森下孝夫（研究代表），國末和也，野村和樹，木村秀生，髙倉利恵：泉州地域における子育てニーズに応じた社

会資源の調査・研究．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，200,000 円，2012.4-2013.3.

髙橋　泰子
■論文

【報告】

矢守麻奈，稲葉敏樹，木村秀生，高橋泰子：学生の記銘方略に関与する要素．リハビリテーション教育研究

2012, 17:131-132.

■国内学会

【一般口演】

髙橋泰子：日本語の構音獲得．第 23 回日本発達心理学会，名古屋国際会議場，2012.3.10.（発表論文集　p.447）

髙橋泰子，木村秀生，稲葉敏樹：ADHD サブタイプにおける WISC- Ⅲの特性．第 1 回日本精神科医学会学術大会，

大阪市，2012.10.10.

■講演会

【教育講演】

髙橋泰子：こどものことばを育む．豊能町子育て支援事業　豊能町育児講座，豊能町保健センター，2012.3.9.

■社会活動

【非常勤講師】

発達障害アセスメント．和歌山大学専攻科特別支援教育コーディネーターコース　集中講義，和歌山大学，

2012.9.29-10.3.

【委嘱委員】

かがやき相談室（言語聴覚訓練）　大阪府豊能町福祉課，2012.1-12.

巡回指導員（言語聴覚士）　幼稚園・保育所・認定子ども園・小学校・中学校における子どもの言語指導および

教員への指導．大阪府豊能町教育委員会，2012.1-12.

特別支援教育会議委員　大阪府豊能町教育委員会 .

日本言語聴覚士養成教員連絡協議会理事　2012.4-5.

【学会運営】

全国リハビリテーション学校協会主催　第 26 回教育研究大会・教員研修会　準備委員長 .
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野村　和樹
■著書

【報告書】

寺山久美子，森下孝夫，木村秀生，國末和也，野村和樹，髙倉利恵：貝塚市及び近隣市町における子育てニーズ

の調査－平成 23 年度学内共同研究成果報告書－．大阪河﨑リハビリテーション大学子育て支援室，貝塚，127

頁，2012.

■論文

【報告】

森下孝夫，野村和樹，岸本眞，國末和也：子育て支援室の発足と今後の展望．大阪河﨑リハビリテーション大学

紀要 2012, 6:101-107.

森下孝夫，國末和也，岸本眞，野村和樹，寺山久美子：子育て支援に関するニーズ調査～貝塚市周辺地域を校区

とした特別支援学校に在籍する子どもたち～．大阪河﨑リハビリテーション大学紀要 2012,7(1):37-46.

■社会活動

【非常勤講師】

社会福祉援助技術演習Ⅱ・Ⅲ．大阪体育大学健康福祉学部，2012 年度 .

社会福祉．河﨑会看護専門学校　看護第 1 学科，2012 年度 .

【公開講座主催】

地域の子育て支援―親子で学ぶ―．大阪河﨑リハビリテーション大学，2012.9.22，10.27，11.23.

【嘱託委員】

貝塚市社会教育委員 .

【その他】

社会教育の推進について（答申）．貝塚市社会教育委員会議．貝塚市教育委員会より諮問，2012.12.

■研究助成

森下孝夫（研究代表），國末和也，野村和樹，木村秀生，髙倉利恵：泉州地域における子育てニーズに応じた社

会資源の調査・研究．大阪河﨑リハビリテーション大学共同研究費，200,000 円，2012.4-2013.3.

三輪　レイ子
■社会活動

【講師】

聴こえなくなったらどうすればいいの．馬場町おしゃれ部勉強会，貝塚市馬場，2012.9.19.

【その他】

NPO 法人「聴こえの研究センター」理事長．


